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１．はじめに
　リレーは，チームの協力が記録向上や勝敗につ
ながるため，子どもにとって興味をもって取り組
むことができる運動である。その記録向上や競走
に勝つためには，走力はもちろんであるが，いか
に減速しないでバトンを受け渡すかが重要な学習
課題となる。
　しかしながら，初めてリレーに触れる子どもに
バトンの受け渡し方を教え，それからリレー競走
を行うと，前走者（バトンの渡し手）がバトンを
渡そうとしても，次走者（バトンの受け手）は，
立ち止まったままバトンを受け取ろうとする。あ
るいは，ツーステップのような動きで移動したり，
ゆっくり走ったりしながらバトンを受け取ろうと
して，結果的に減速をしないでバトンパスができ
ないことが多い（川本，１９９７；三輪，２００６）。

　このような状況が生じるのは，いったいなぜだ
ろうか。それは，岩田（１９９６）も述べるように，
バントの受け渡しにとらわれると，走ることに注
意が向かず，スタートダッシュを躊躇するからで
あろう。しかも，バトンの受け渡しはテークオー
バーゾーン内で完了しなければならないため，
ゾーンから出てしまってはいけない思いがスター
トダッシュをすることをなお一層躊躇させること
につながる。このように，バトン操作に注意を向
けながら，走ってくる前走者のスピードに応じて
スタートダッシュをし，前走者と出会える（追い
つかれる）ように走ることは難しいのである。
　そもそも，減速しないでバトンパスを行うため
には，まずはスピードを落とさないで前走者と次
走者とが出会わなければならないのであり，その
出会いがあって初めてバトンを受け渡すバトン操
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作の技術が必要になるのである。そのように考え
ると，特にリレー学習の入門期では，バトン操作
よりもむしろ，減速しないで前走者と次走者が出
会って走り継ぐことを優先して教えることの必要
性を感じる。すなわち，岩田（１９９６）も述べるよ
うに，バトンの受け渡しという操作的な課題の困
難性を緩和し，スピードを落とすことなく走り継
ぐという内容こそをまず教えなければならないの
ではないだろうか。
　そこで，本研究では，このような問題意識から
考えた教材「紙テープリレー」を提示し，その実
践結果を考察しながら，本教材の可能性と「スピー
ドを落とすことなく走り継ぐ」ことを教える教材
のあり方を検討することを目的とする。

２�．スピードを落とすことなく走り継ぐ
リレー教材

　本稿は，先述したとおり，リレー学習の導入時
には，スピードを落とすことなく走り継ぐという
内容こそをまず教えなければならないという考え
方に基づいて論をすすめている。すでにこのよう
な考え方は，１９７０年代に中森によって提示されて
いる。中森・鈴木（１９７５）は，バトンの受け渡し
の技術は，リレーの技術としては二義的なものに
すぎず，スピードを落とすことなく，走り継ぐこ
とが基本的な技術であり，その走り継ぎ方を追究
していくことが授業展開の中核にならなければな
らないと述べ，そのための教材として「肩タッチ
リレー」を提案している。
　この教材は，バトンの受け渡しではなく，前走
者が左手で次走者の右肩をタッチすることで走り
継ぐリレーである。そのため，バトンパスの操作
的技術の負担軽減を図り，次走者はいつスタート
を切ってダッシュすれば，スピードにのった丁度
よい時点で，前走者が追いついてタッチできる
か，そのスタートのタイミングを探り当てること
に集中させることができる。すなわち，この「肩
タッチリレー」は，スピードを落とさないで走り
継ぐことを学習内容に位置づけ，競走を楽しみな
がらその内容を身につけることができるすぐれた
リレー教材である。
　さらに，次走者にいつスタートを切ればよいか

を認識させ，スタートダッシュを促すことを課
題とした「肩タッチおにごっこ」（岡田・藤井，
１９８７）「おにごっこ｣（ゴーマークおにごっこ）（三
浦，１９８８）が度々実践されてきている。この教材
は，次走者に前走者がどの地点を通過したときに
スタートしたらよいかを探り当てさせながら，ス
タートのタイミングを認識させるためのゲームで
ある。しかも，「おにごっこ」という意識を子ど
もにもたせることで，前走者は「逃げる者」とい
う役割の中で，自ずとスタートダッシュの意識を
沸き立たせているという卓越した発想がある（岩
田，１９９６）。すなわち，先に述べた課題を子ども
に分かるように，前走者と次走者を「追う者と逃
げる者としての『おにごっこ』の関係に翻訳した」

（岩田，１９９６）すぐれた教材といえる。
　ただし，「肩タッチリレー」は，バトン操作の
負担軽減を図ってスタートダッシュに注意を向け
やすくしてはいるものの，子どもの積極的なス
タートダッシュを促す仕掛けはどちらかというと
希薄である。「肩タッチおにごっこ」「おにごっ
こ」は，次走者に「おにから逃げる」という意識
を強くもたせることで，スタートダッシュを促す
ことができる。しかしながら，この教材は，ス
タートダッシュの局面だけを取り上げ，その動き
を引き出すための教材である。いわば，リレー教
材の下位教材として位置づけられる。さらに，三
浦（１９８８）によれば，いざリレー競走になると「逃
げるために走る」から「もらうために走る」とい
う意識のギャップが生じるというように，本教材
で身につけた動きをリレー競走にそのまま転移す
ることがなかなか難しい。
　さて，通常のリレーでは，前走者はバトンを渡
す前に「ハイ」と次走者に声をかけバトンを渡す
ことが多い。しかしながら，そのときにはすでに
受け手である次走者が離れてしまっていたり，近
づき過ぎて身体に接触したりして，結局バトンが
上手く渡せないことがしばしばある。それは，「前
を走る次走者にどれくらい近づいたときに，バト
ンを渡せば上手くいく」というバトンパス時の適
切な間合いのイメージが乏しいのである。このイ
メージがなければ，前走者の疾走スピードや自分
との距離を読み取りながら，バトンを確実に渡す
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ことができるタイミングの判断は難くなる。この
ようにバトンパス時の適切な間合いをイメージし
て身体にタッチし、継走しなければならない。こ
のときの前走者と次走者の間に発生する間合い
は，両者が腕を差し出してバトンの受け渡しをす
る通常のリレーの半分程度となるからである。
　このようなことから，前述した３つの教材のよ
さを前提としながら，次走者の積極的なスタート
ダッシュを促し，適切な間合いがイメージできる
教材として「紙テープリレー」を考案した。

３．教材「紙テープリレー」の概要
  「紙テープリレー」（図１）は，「スピードを落
とすことなく走り継ぐ」ことを教える目的で考案
した教材である。この教材の特徴は，バトンを受
け渡して走り継ぐのではなく，次走者の帽子から
垂らしてある紙テープを，前走者が抜き取ること
で，走り継ぐことにある。すなわち，「バトンを
渡す」から，「紙テープを抜き取る」ことにかえ
ることで，前走者のバトンを渡す負担を軽減して，
減速を防ぐようにした。また，次走者のバトンを
受け取る動きをなくすことで，バトンを受けるた
めに後ろを振り向く動きを防ぎ，スタートダッ
シュに注意を向けやすくした。このような，バト
ンパスの操作的な困難さを軽減して，減速をしな
いで走り継ぐことに注意を向けさせようとする発
想は，前述した３つの教材づくりの発想に基づい

ている。
　しかしながら，それでもスタートダッシュを躊
躇してしまう子どもは少なくないことは，前述し
たとおりである。そこで，本教材では，次走者を
積極的なスタートダッシュに誘い込むような仕掛
けを考えた。それは，「紙テープが地面に触れた
状態では，前走者は抜き取って継走できない」と
いうルールである。次走者の帽子から垂らした紙
テープは，地面に触れる長さになっている。当然，
立ち止まっていれば，紙テープは地面に触れたま
まで，前走者は紙テープを抜くことも継走するこ
ともできない。そのため，次走者は紙テープを地
面から浮かせる必要から走らなければならなくな
り，自ずとスタートダッシュの動きを促すことに
なる。しかも，前走者が抜き取る紙テープは，高
くなびけばなびくほど抜き取りやすくなることか
ら，次走者には加速スピードのあるスタートダッ
シュが要求されると考えた。
　また，次走者の頭から垂らした紙テープは，赤
色と黄色の２色の紙テープをつないで作ってい
る。赤色の紙テープは，子どもの頭頂部から手の
指先までの長さとし，その一端をかぶった帽子に
はめ込み，もう一端は背中に垂らす。この一端が
肩の高さになびいたときの紙テープの長さが，概
ねその子どもが腕を肩の高さで後方に差し出した
ときの長さと一致する。しかも，その一端を前走
者がつかんだときの前走者と次走者の間合いは，
最大利得距離に近いといえる。
　もう一方の黄色の紙テープは，背中に垂らした
赤色の一端にセロハンテープでつなぎ，地面に触
れるまでの長さとして，浮力の役割をもたせるよ
うにした。前走者は，このようにして作った紙テー
プの赤色と黄色のつなぎ目をつかみ，そして抜き
取って継走することが課題となる。次走者は，こ
のつなぎ目をつかむことを通して，次走者との適
切な間合いのイメージをもつことができると考え
た。
　ところで，筆者（宮内，１９９１）はかつて，この

「紙テープリレー」の教材を用いて，６年生を対
象に実践を試み，減速の少ない継走が生じたこと
を報告したことがある。この報告は，その動きの
変容を詳細に分析したものではなく，アイディア図１　�「紙テープリレー」の概要
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レベルの報告にすぎなかった。
　また，学習指導要領解説体育編（文部科学省，
２００８）では，１，２年生では〈走・跳の運動遊
び〉領域で「相手に手の平を向けてタッチした
り，バトンを渡したり受けたりする折り返しリ
レー遊び・障害物を用いてのリレー遊び」が，３，
４年生では〈走・跳の運動〉領域で「テークオー
バーゾーン内で，ゆっくり走りながらバトンパス
をする周回リレー」が，５，６年生は〈陸上運動〉
の領域で，「テークオーバーゾーン内で，減速の
少ないバトンパスをするいろいろな距離でのリ
レー」が例示されている。このような例示の配列
から，現行の学習指導要領においては，３，４年
生は，陸上運動としてのリレーの入門期に位置づ
けられてはいるが，スピードを落とすことなく走
り継ぐことは要求されていない。それは，伊藤ら

（１９９４）が述べるように，３，４年生の子どもは
速さの認識は視覚的に行う傾向が強いために，バ
トンをもらうときには後ろ向きで渡し手を見なが
ら判断しなければならない。そのことが，後ろを
見ながら走る必要性を生じさせ，結果的にスピー
ドにのったバトンパスができない原因となってい
る。いわば，バトンの受け渡しであるバトン操作
がスピードを落とすことなく走り継ぐことを阻害
しているともいえよう。

　繰り返しになるが，リレー学習では，まずはス
ピードを落とすことなく走り継ぐことを教えるこ
とが重要である。そう考えれば，リレー学習の入
門期に位置づけられている３，４年生にこそ，ス
ピードを落とすことなく走り継ぐことを教えるこ
とが適切ではないだろうか。しかも，バトン操作
の負担を軽減すれば，先述したような視覚的に速
度を判断しがちな発達段階にある３，４年生で
も，バトンパス時の減速を防ぐことが可能であろ
う。このようなことから，かつて６年生を対象に
して考えた本教材ではあるが，今回３年生を対象
にして実践を試みることにした。
  また，「肩タッチおにごっこ」の教材の意図や
競走形式はかえず，「肩をタッチする」ルールか
ら「紙テープを抜き取る」ルールに変更した「紙
テープおにごっこ」（図２）を下位教材として設
定した。この教材によって，次走者にスタートダッ
シュをするタイミングを認識させることを目的と
した。

４．授業実践計画の概要
４．１　授業対象及び子どもの実態
  本授業は，３年生１７名を対象としている。担任
教諭によれば，全員の子どもが体育が好きであり，
熱心に運動に取り組む。２年生時には，折り返し
リレーを学習しており，集団でリレー競走するこ
とを楽しんでいる。この折り返しリレーでは，リ
ングバトンをつかい，前走者が走ってくる方向に
向いて立ち，立ち止まったままリングをもらうよ
うなバトンパスを経験しているが，走りながらバ
トンの受け渡しの経験はない。また，一部の子ど
もは運動会において周回リレーを経験している
が，折り返しリレーのときと同様のバトンパスを
行っていた。このように，スタートダッシュをし
てバトンを受け渡すようなバトンパスの経験は全
くない子どもであった。

４．２　単元の設定�
　「ゴーマークを目印にスタートダッシュをして，
スピードを落とすことなく紙テープを抜き取るリ
レーを楽しむ」ことを単元目標として，４時間で
単元を構成した（表１）。

5m 5m 5m　　5m 1m 1m 1m 15m

図２　紙テープおにごっこ
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　第１時では，オリエンテーションを行う。具体
的には，チーム分けやチーム内の役割分担を行っ
た。その後，追いかける人に合わせてスタートで
きるか，疾走速度とそのときの紙テープのなびく
様子を把握するために「追いかけおにごっこ」（図
３）「ゴーマークおにごっこ」 （図４）を行う。そ
れから第４時間目までは，毎時間「紙テープリレー
競走」と「紙テープおにごっこ」を位置づけた。 

４．３　授業実践の検証方法

　筆者（宮内）が，単元計画，指導内容などは計
画し，担任教諭（中武）が授業を行った。

　子どもたちの「スピードを落とすことなく紙
テープを抜き取る」動きの変化を，筆者らの観察
記録や，次のデータに基づいて報告する。
１）利得タイムの変化
  リレーのタイムを担任教諭がストップウォッチ
で毎時間計る。そして，チーム員のフラット走の
合計タイムから当該チームのリレータイムを引い
て利得タイムとした。すなわち，走り継ぐ２人が
減速することなく走り継ぐことができれば，この
利得タイムはプラスとなる。

２）次走者が継走するときの動きのできばえ表
　毎時間リレーの様子をビデオで撮影し，そのビ
デオを再生しながら「次走者が継走するときの動
きのできばえ表」（表２）によって継走時の次走
者の動きを評価する。
　この表の「次走者が紙テープを抜き取るときの
黄色紙テープのなびく高さ」の評価観点は，継走
時の疾走スピードを評価するものである。すなわ
ち，抜き取ろうとするときの黄色紙テープの一端
が，腰の位置より高くなびけば，スタートダッ
シュが行われたと判断した。それは，オリエンテー
ション時に行った「紙テープおにごっこ」におい
て，スタートダッシュがみられた子どものなびく
紙テープの高さが，おおよそ腰の位置より高くな
びいていたことから，このような基準とした。
　また，「次走者がスタートして紙テープを抜き
取るまでの顔の向き」の評価観点は，次走者がス
タートダッシュに注意を向けているかどうかを評
価するものである。次走者が「前（走る方向）」
を向いて走っていれば，スタートダッシュに注意
を向けようとしていると判断することにした。

３）形成的授業評価法

表１　単元計画

図３　追いかけおにごっこ

図４　ゴー・マークおにごっこ

表２　「次走者が継走するときの動きのできばえ表」

評価の視点 できばえ 得点

次走者が紙テープを抜き取るときの黄色紙テープのなびく
高さ

地面に着いたまま ０点
腰より低くなびく １点
腰より高くなびく ２点

次走者がスタートして紙テープを抜き取るまでの顔の動き
後ろ（前走者の方向） １点

前（走る方向） ２点
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　授業終了後に，高橋ら（２００３）が作成した「形
成的授業評価法」を用いて授業評価を行う。この
評価法は，子どもが毎時間の授業終了後に評価を
行い，その結果をもとにその時間の授業成果と課
題を明らかにするものである。

５．授業実践の結果と考察
５．１　子どもの様態の変化
　第１時に行った「追いかけおにごっこ」「ゴー
マークおにごっこ」では，本学級の全員の子ども
が，腰の位置より高く紙テープをなびかせること
ができた。また，おに（前走者）がカラーコーン

（ゴー・マーク）を通過するのを判断して走り出
すこともでき，「紙テープリレー」に取り組むた
めに必要な走力と状況判断ができることが分かっ
た。
　２時間目は，初めて「紙テープリレー」を行った。
このリレーは，前時に行った「追いかけおにごっ
こ」「ゴーマークおにごっこ」の競走形式と類似
しているので，子どもにとってはなじみやすかっ
たのであろう。そのため，子どもたちは，初めて
触れる本リレーにも，積極的に取り組んでいた。
このことは，本時の形成的授業評価の「意欲・関
心」次元（３点満点）が，２.９１点と高い得点を示
したことからもうかがえた（図６）。
　しかし，前走者が自分に近づいてきても，ス
タートができずに立ち止まったまま紙テープを抜
かれた子どもが３名，スタートのタイミングがは
やく，次走者が追いつくことができないために，
減速して追いつくのを待ってしまった子どもが４
名だった。残りの１０名の子どもは，スタートはす
るものの，後方から近づいてくる前走者を見なが

ら，ゆっくりあるいはサイドステップのように
走っていた。このように，全員の子どもが紙テー
プを腰より高くなびかせて継走することはできな
かった。そのため，全てのチームの利得タイムは
マイナスを示した（図５）。
　このような実態から，前走者がどのあたりに近
づいて来たらスタートすればよいかが分かる目印
が必要になった。次走者は，自分がスタートする
位置より後方の走路にお手玉を置き，前走者がそ
のお手玉の地点を通過するのをきっかけにスター
トする。このお手玉を置いた地点をゴー・マーク
と呼ぶ。そこで，このゴ－・マ－クに着目させな
がら「紙テープおにごっこ」に取り組ませること
で，多くの子どもは，スタートダッシュの動きが
見られるようになった。
　この練習後に，子ども一人一人にゴー・マーク
にお手玉を置かせて，本時２回目のリレーを行っ
た。１回目のリレーにおいて，スタートができな
かった３名の子どもも，前者がゴー・マークを通
過するのをきっかけに，自分もスタートするよう
になった。しかし，多くの子どもは次走者が自分
に近づく様子を確認するために，後ろを振り向き
ながら走っていた。そのため，スタートダッシュ
の疾走スピードは緩やかで，紙テープは腰の位置
より高くなびかなかった。その結果，今回も利得
タイムは全チームともマイナスとなった。
　３時間目から４時間目にかけては，表３の「次
走者が継走するときの顔の向きの得点」からも分
かるように，走る方向に顔を向けて走る子どもが
多くなった。それは，子どもが「ゴー・マークを
見て走り出せば，テークオーバーゾーンの終わり
近くで紙テープが抜かれた」と学習カードに書い

表３　次走者が継走するときの顔の向きの得点

チーム名 １回目
（２時間目）

２回目
（３時間目）

３回目
（３時間目）

４回目
（４時間目）

５回目
（４時間目）

みどりチーム 6 7 8 8 8
青チーム 5 7 8 8 8
ピンクチーム 4 6 8 8 8
赤チーム 5 4 8 8 8
平均得点 5 6 8 8 8

※全員が顔を前に向けて走った場合は、８点
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ているように，ゴー・マークを目印に走り出せば
上手くいくという安心感がそうさせたのではな
いだろうか。また，「紙テープが高くなびいた方
がとりやすい」「次走者が後ろを向いていると紙
テープが抜きにくい」などの子どもの発言からも
分かるように，紙テープを高くなびかせるために
スタートダッシュをし，抜き取りやすくするため
に前を向く必要性に迫られた結果ではないかと考
えられる。
　また，「次走者が継走するときの紙テープのな
びく高さの得点」（表５）のチーム平均が，１時

間目が３.２５点，４時間目が７点と有意（＜０.０５）
に向上した。その結果，表４から分かるようにリ
レータイムのチーム平均も有意（＜０.０５）に短縮
した。さらには「４チームの利得タイムの平均」（図
５）も，－２.２秒から＋１.９秒と有意（＜０.０５）に
プラスに転じている。これらのことから，疾走ス
ピードのあるスタートダッシュが生じていること
がうかがえた。そして，このことは，「前を走る
次走者にどれくらい近づいたときに，バトンを渡
せば上手くいく」というバトンパス時の適切な間
合いのイメージをもって継走できたと思われる。

図５　４チームの利得タイムの平均

図６　形成的授業評価の結果
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５．２　形成的授業評価の結果（図６）
  単元進行とともに，「成果」「意欲・関心」「学
び方」「協力」次元ともに増加傾向にある。特に，
初めて「紙テープリレー」を行った２時間目にお
ける「意欲・関心」が２.９１と高い得点を示してい
ることから，単元の最初から本教材は子どもたち
に肯定的に受け入れられたことがうかがえる。
　この結果を形成的授業評価の診断基準（５段階
評価）に照らしてみると，総合評価の評定は２時
間目が「３」，３時間目が「４」，そして最後の時
間である４時間目には「５」と評価されている。
　このような成果は，本単元で用いた教材に多く
起因することは論を待たないであろう。すなわち，
子どもにとって，本教材を用いた本単元は，「技
能目標」「認識目標」「社会的行動目標」「情意目標」
ともきわめて高いレベルで成就された授業であっ
たといえる。

６．まとめ��
　岩田（２００６）も述べるように，教材は大人が行
うスポーツをそのまま子どもに与えるのではな

く，そのスポーツを素材としてその子どもの能
力に添って優しく，そして丁寧に解きほぐされ，
再構成しなければならない。この「紙テープリ
レー」は，まさしく陸上競技で行われるリレーを
素材として，バトン操作の負担軽減を図って，ね
らいとする学習内容を習得しやすくした教材とい
える。
　このように構成された「紙テープリレー」を教
材として用いた実践によって，前述したとおりの
成果を生じるさせることができた。また，バトン
の受け渡しを行う通常のリレーでは，スピードに
のったバトンパスは難しい（伊藤・後藤・辻野，
１９９４）といわれる３年生であっても，バトン操作
の負担軽減を図ることで，スピードにのった継走
ができるようになった。
　このことから，バトンの受け渡しを行わない「紙
テープリレー」は，リレーの入門期である３年生
に，スピードを落とすことなく走り継ぐリレーの
楽しさを味わわせることができる最適なリレー教
材の一つであるといえる。
　とはいっても，小学校高学年では減速をしない
でバトンの受け渡しができるようにしなければな

表４　各チームのリレーのタイム

チーム名 フラット走
のタイム

リレーのタイム

１回目
（２時間目）

２回目
（３時間目）

３回目
（３時間目）

４回目
（４時間目）

５回目
（４時間目）

みどりチーム ３９.５ ４１.２ ４２.３ ３８.７ ３８.３ ３８.１
青チーム ４０.８ ４３.５ ４０.４ ３９.２ ４０.２ ３８.２
ピンクチーム ４２.１ ４４.２ ４２.１ ４３.１ ４０.４ ４０.２
赤チーム ３９.１ ４１.８ ５３.４ ３８.２ ３７.３ ３８.２
チーム平均 ４０.４ ４２.７ ４４.６ ３９.８ ３９.１ ３８.７ 

表５　次走者が継走するときの紙テープのなびく高さの得点

チーム名 １回目
（２時間目）

２回目
（３時間目）

３回目
（３時間目）

４回目
（４時間目）

５回目
（４時間目）

みどりチーム ３   ５   ７   ６  ７
青チーム ４   ３   ７   ６  ７
ピンクチーム ２   ４   ５   ６  ８
赤チーム ４   ５   ６   ４  ６
平均得点 ３.２５ ４.２５ ６.２５ ５.５ ７

※全員が腰の高さになびいた場合は、８点
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らない。そのため，「紙テープリレー」で身につ
けたスタートダッシュのタイミングや動き，前走
者との間合いのイメージなどをつかって，減速を
しないでバトンの受け渡しができるようなリレー
の教材づくりが今後の課題となる。
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